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研究報告 
 
 研究代表者らはI型IFN産生をGFPの蛍光によってモニタリングできるIfna6gfpマウ

スを利用しI型IFN発現の顕微鏡下において経時的に追跡する研究を行う途上におい

て、樹状細胞が細胞間接触依存的にI型IFNを産生する新規のシグナル伝達経路が存在

することを示した。本研究においては細胞間接触による相互作用を実現するシグナル伝

達機構を同定することを目的として、当該相互作用によって惹起される遺伝子発現を網

羅的に調べることを目的とし、細胞間接触依存シグナルによって活性化した細胞の取得

とその遺伝子発現プログラムの網羅的定量と解析を行った。 
 ウイルス感染後の樹状細胞のトランスクリプトーム時系列データにTimeXNet法
(Patil, Kumagai, et al, PLoS Comp Biol, 2012)を適用することで、細胞間接触によっ

て惹起されるシグナル伝達経路の候補を同定した。いくつかのリン酸化酵素を選択し、

それらの阻害薬を用いてI型IFN産生の誘導を上記Ifna6gfpマウス由来細胞を用いて観

測した。結果、一つのリン酸化酵素の一つが当該シグナル伝達に関与していることを示

唆するデータを得ることができた。また、IFN産生に関与することが知られている遺伝

子を欠損したマウスから調製した樹状細胞を用いることで、いくつかの転写因子が当該

シグナル伝達経路に必須であることを示すデータを得た。 
今後は上記リン酸化酵素の上流の同定を行うとともに、リン酸化酵素から転写因子へ

のリンクを探索する予定である。 


